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第1図　位置交通函

2．1位置及び交蓮

　　　　　　　　要　　 旨一、．

　　　昭和24年11月一28Hより3日聞長野県上伊那郡川
　　　島村洪横川鉱山のマンガン鉱床を調査した。本鉱床の主

　　　な鉱床は出押沢及び中押沢に胚胎しでいて，粘板岩（“

　　部に輝縁擬次岩を俘うととがある）・珪岩6eチヤ［トを母

　　　岩として，概してその暦理面に澹う撚水性の交代鉱床で

　　　ある。各鉱床の両端に概して南北又はそれに近い方向に

　　走る割目がある。、その割自を巾心として鉱体膨大して富

　　鉱部となり，急に溝滅する。叉富鉱部をつくらず，・南又’

　　　は北に急曲して潰滅するぐともある。主なマンガン鉱物

　　　はテフロ石・バラ輝石｛菱マンガ冴鉱である。出押沢と！一

曳　　　中押沢との聞約500mの部分は表土厚くその地質状況匠

　　関して不明が多い。そめ状況如何が本鉱山今後q発展を一

　。　左右することが大きいから，、大岩二号洗の西引立，．叉は

　　，中央坑左押の西引立及び中押沢の鉱床の東引立の夫々の

　　東叉は西の延長に関する探鉱に重点を置くべぎものと思

　　　う。そg仙の鉱床に関しては新たな発展は考えられな

　　V、0
　　　　　　　　1．鉱　　・区
　　　．鉱区登銀番号　長野県操掘75

　　　鉱・ 種マンガン

　　　鉱業権者．長野県曜市李野509浜　勝衛

　　　使用 権者　新潟県中頸城郡中山村田口中央電気工

　　　　　　　業株式余杜

主要現場の位置　長野県上伊那郡川島村横川字出押沢

　　　　　（辰野駅西方10km）

主要現場に至る径路

　　　　　　i　バ　　ズー　！
糠鰯駅喜漿攣よ→中驕卿盤欺

　　　徒1一歩
　1トラッ”蓮行司能　㌧・　’徒歩中央
準・3km、．→出押沢口・・17kr坑坑・．

主要現場よりの蓮搬径路’

　　・索道　　　’トラツク
・現場「48齎「→出押沢口』16ik孟→辰野駅

？　3．没・　　葦

　本鉱肉内の》ジガン鉱床は明治43年頃川島村の矢ケ

崎信太郎氏の発見にかかわる。浜氏が鉱区の設定をして

昭和19年2月に至るまで経営ヤたも昭和ユ0年頃迄は

一主に二酸化マンガン鉱を探掘したが・後匠炭酸マンガ￥

・を稼行の主体とするようになつ孝・昭和19年3月よゆ

中央電気工業株式会瀧使用権を設璋して今研と及んでい

る。　．

4．地 形

労鉱床部

　本地域は天龍川の支流横川川の流域にあつて，河谷は

』V字形をなし，谷斜面は急峻で，・一般に雫垣地が少い。

叉珪岩・チヤ回トの如き珪質度の高V、岩石よりなる所に

ぷく急崖炉見られる・現場とトラツク道路との比高は

70一（251）
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第2図　浜横川鉱山附近地質1鉱床図

300m以上に達し，谷底叉は現場相互聞の蓮搬は索道の

職便に鮪する事漱働る・棘鱗ワ颯魍何縄流
水量は極めて少い。

　　　　　　5．地　　1質
本地域の地質は古生代の地暦よ6なり，粘板岩・硬砂

岩・チヤ」ト・珪岩ム輝線凝次岩等により構成されてい

る。右英蕨は古生層の傾斜め方向に伸びて，一ヒれを貫い

ている。：N40。～70。Wの方向に走る古生暦は向斜構造

をづくつている。域丙の岩石は概して変質を受け，多少

片理が発達しているととがある。輝線凝次岩が最も著し

ぐその影響を受けている。粘板岩も相当変質を受けてい

るととがある。二般に岩石は多少とも珪質度が大で，方

解石直よつて交代される石次化作用を受けていξ。特に

》ンガン鉱床附近者は，’そQ変質が著しい。断暦の方向

は舌生暦の暦理面の方向に近“ものが多V・σ域内の地暦

の配列上，甫北叉はそれに近い方向の断層が瀬戸沢と浦

の沢との間に少く、とも2本推定される・その関係上南北

叉はそれに近V・方向の割目が多数存在する。・

　　　　　　6．鉱　　．’床

　域内めマンガン鉱床は古生暦の層理面に滑うて生成さ

れた熱水性の交代鉱床であつて，母岩は粘板岩，・チヤー

ト・珪岩で，多くは片盤粘板岩であるが，両盤と竜珪岩

のこともあるqチヤ遥ト・珪岩は珪質度が高くなり，粘i

板岩は絹雲母化・粘土化されているごとがある。粘板岩

が母岩となる時，弱い緑泥石化作用が行われて，黄鉄鉱が

そゐ中に多数胚胎することがあるよ叉粘板岩が輝緑凝次

岩の薄屠を俘つて母岩をつくることがある。概して母岩

は石次化作用を受げで特に輝線凝友岩の場倉に著しめ。．

鉱床の端に於ては，車北叉はそれに近い方向に延びる割

目を中心として発達した富鉱部が見られる。日向露天探

，掘跡や大岩露天操掘跡はその好例である。叉鉱床が膨大

せずに，南叉は北眞急曲して浩滅するごともある。かか

る富鉱部峠今日まで大幣裸掘済になつている。

　域内の主な鉱床には，（毛）日向の鉱床（2）中央坑内で

着鉱した鉱床（3）大岩の鉱床（4）中押沢の鉱床（5）瀬

　　　　　　　　　　　ろ戸の鉱床を1挙げる事が出來る・　『、

　（1＞日向の鉱床　　1　　　 　／

　日向の鉱床鱗旦向坑及ぴ月嗣探餌坑道仁より稼行され㌧

ている。，日向坑により稼行されている鎮床は走向斡

t70。E，傾斜70。Nの母岩の暦理面に澹うて延び，上盤、

～
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はチヤート，下盤は粘板岩で

ある。この鉱床の底部は日向

坑最下部坑道水準に限られて

V、て，その規模は延長20m9

鐘幅弔均0。7m，傾斜延長約

20mである。こ．の鉱床の西

端は南に急曲して清滅する

が，東端に於てはN200Eの

方向に延び，延長20m，最大

鍾幅10m，傾斜麺長20m’の規
F
模 の富鉱部があり，その北引

・立に於て鐘幅1m以下に締り，

母岩吉や覧がで明瞭となつて

潰滅する。この東端の富鉱部

は域内のマンガン鉱床の発見

の緒口となつたと傳え，られで

・V・るが，調査当時は大略採掘

済となづてV、た。販

　日向坑坑口の西方痴そり下

部10mの水準にβ向探鉱坑

道があるちとの坑内に於て

3つの鉱体に着鉱しているが，

その内で南北の走向の鉱体は

，鐘幅の雫均が1mあり，鉱化

作用梢々優勢で，同坑永準で

約12m、鐘押され，北引立に

於て僅かに酉に曲つて消滅

』し，南引立に於ては西曲して

母岩の方向に延び鐘幅約1m

を維持している。他の2鉱休
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第3図　浜横川鉱山坑内外連絡図
は東西叉ほそれに近V・方向に延びているが，鉱化状況は　’

極めて劣勢である5

　（2）中央坑内で着鉱した鉱床　　こ

　中1央坑坑口よ臼り西延約40mの処に粘板岩及び輝線凝

塚岩を上盤とし，珪岩を下盤とする鉱床がある。その鉱

．床はNミ0。Eの方向に約20血延びで，南に400傾き，その

鐘幅は2m’である。この鉱床は30m上の大岩二号坑．

璽水準より続v・て，中央坑水準がその底であつて，調査

講殆ん蘇麟になつてい免・その西立罷瞭西の方向

の割目により遽ぎられてV・る。束端揖北に曲り南北の方

向に走る割目を中心乏して発達する鐘幅最大1mの部

分に続V・宅，中央坑右押に澹うて約25m追跡され，’更

・に東に曲搬猟な囎灘る詮の庭大部嚇しは
北に30。内外で，傾斜延長が5m位であつて，調査当

時は大部分採掘済になつてV・た。

　その東端の消失点より北に約5m離れて珪岩を上盤とー

する最大鐘幅2mの鉱体が存在する。この鉱体は，、下盤

側にーN40。Eの方向にi延び耳ヒに80璽傾く断暦を境1に，、し

て，粘板岩に接していて，N40。Eに近》方向に延びて

いるものと推定される。

　中央坑左押の西引立に於て珪岩を上盤とする鉱体に着㌧

・鉱している。・その走向は：大略N40。Eと推定iきれる。，。こ

の着鉱点は大岩二号坑の下方30mの位置にあるが，後

述の大岩二号坑内に現われる鉱休とば互に大略弔行であ

ると想定きれレ．出押沢内9鉱床中最下部に賦存する鉱依

である。

（3）大岩の鉢床

この鉱床は出押沢の西端に1あつて，主な鉱床は2條を『』

数え，何れもN70『の方向に延びy南ば70。傾いて

V、るρ．

72」（253｛）
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憾一中押沢鉱床ノ坑内

懸，圏圏l
l粘板岩珪岩及輝線凝灰岩
　　　手ヤート

　　～　　　　　第●4・図

E向探鉱坑道

騰［コ囲．。
鉱床　割趾走向傾斜

“斌イである誌輝潮に
　　部　於七は弱》慢ンガン焼
　　蕊　　　　一　　　　けのみカ：ら見られる。
　　　　　　　『

日向探鉱貌道及び中押沢鉱床の坑内地質鉱床図

　　　　　　　　　　　　　7．鉱石及び品位，

　　　　　　　　　　　　　鉱石を構成する主な

　　　　　　　　　　　　マンガン鉱物はアテア
　　　　　　　　　　　　ロ石・菱マンガレ鉱・バ

　　　　　　　　　　　　ラ輝石であつて，、酸化

　　　　　　　　　　　　鉱としては軟マンガン

　　　　　　　　　　　　鉱・硬マンガン鉱等が
　　　η　　　　‘20m
　　　　　　　、’　』　　ある。その外に少量の

　　　　　　　　　　　　ペシウイス石がある。

　　　　　　　　　　　　脈石は石英を主とし，
　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　　　　　　　　　　　　その他方解石細脈。黄

鉄鉱等が僅かに存在する。

　磁向ρ鉱床の鉱石はテフ・石が少くて・局部的に菱マ

ンガン鉱が多い所があるが，概してバラ輝石が多くなわ

勝ちで，マン方ン含有量が少く，雫均してMn36％程度

と推定される。

　ホ央坑内で採掘される鉱石は，大略翼向爾鉱床の場合　り

と同様であるが，赤珪岩の破片等を俘う関係上，，鉄分を．

，5％以上も含むことがある。4れに反して同坑の左押引’

F立で蒲鉱した鉱体は，菱マンガン鉱が相当多く含まれ七

いるが，、今後の探鉱結果観る必要がある今、蝿9鉱威

の鉱石は，テフ・石が他の鉱床に比して比較的多く含ま

れ，菱マンガン鉱も之れと相当多量混合し，バラ輝石が

その害1に少くて，本鉱山中でマンガン含有量の最も多い

部分を形成している。即ち雫均見込晶位Mn43％以上

と推i遣される。　　　　　　　’∂

　中押沢の鉱床は月向の鉱床と同様な鉱石であるが，黄

　　　　　　　　　　　　　　　　　q鉄鉱が割合に多いようである。

　瀬戸の鉱床の鉱石はバラ輝石が多くて菱マンガン鉱参　，

比較的少く珪質度の高い鉱石である。

、＼

　1〔北の鉱床〕は，走向N40。E，傾斜逼60Qの断暦の　・

下盤側に薙して》て・約4・m艇びて・，西端繭に

．急曲しで富鉱部をつくって消減してかる。そのi垂直の高

1さは約25mであるが，調査当時は採掘済になつてV、た1

　・〔南側の鉱床〕は大岩二号坑により稼行され，調査当時

までに約・30m鐘押に掘進されていた。その聞に2つの

小鉱休があり，東のものは操掘済で，西のものが採掘中

であつた。、即ちとの鉱床は幾つかの小鉱体の集合よりな、

る鉱帯と考えられる。この2小鉱依の関係より類推する

と，西の小鉱体程下方に南に寄る傾向がある。・西引立に

於ける鍾幅は2m以上昂つて，鉱化状況極めて優勢であ

る。・大岩二暮坑に於けう鐘幅ほ雫均0』7mと推定され

る。大岩二号坑の東端は大岩露天採掘跡である。

　（4）中押沢の鉱床　　．　　．　　　　・．

　中押沢ロより、北方約450血1の位置に，粘板岩塗下盤，

珪岩を上撃とする鉱床がある・下盤の粘板岩には著しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ石次化作用を受け左輝緑擬茨岩を件つている。そ爾走向

蘇N4・Q凪翻踊落ちで上部13・。・下部7・。の傾き・

・を示してV・る。延喪は約20卑，錨幅李均1m丙外で，傾

、斜の方向に約1qm開発され，最下部は鐘幡1mを維持

．している。・西端嬬延長7mぽ力吻露出してN10。W

の方向1蒜急曲し七いるが・’東端は箪化欣況省勢となり消

滅している。ζの鉱休の北方約30m¢！位置に，珪岩中、

を繭ヒに延びる割髄中心とする小鉱体があり乳酬ヒ鈎

・の浸み込み程度のもので，鉱況は極めて劣勢である。

　（5〉瀬戸の鉱床　　　　　　　　　1　　　、

　この鉱床は本鉱山区域外に闇ある。瀬戸沢、口の西方約

29・mの所に，N30。Eの嚇砥帆、N4・o～600に

傾く鉱床がある。下部坑道では約13m鐘押に掘進さ範

宅，鐘帳は1m内外であるが，珪質度が高くて鉱況劣勢

8．現 況・

・調査当時の本鉱山の現況は下記の通り宅ある。

（1）－稼行鉱床数5，稼行坑道数6，切易数9〈内擦鉱

　　のみの切肋1）　　　　　　　　　　　　　　　・

　手掘及び機械掘

　墜岩機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、》
　a．室気難岩機10台　、

　，足尾麟爺1暗1職申鯵39予、．
　b　電気難岩機6台，N32一
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　日向坑により稼行されている鉱床は，その規模明らか

　にされて残鉱若干が見込まれるカ㍉新たな発展嫡考えら

・れない。日向探鉱坑道丙で着銘してやる鉱体中，南北に

延びる鉱休の南延長の探鉱は一応有望親されるが，鉱量

増加のためには特に期待する程のことはなやq

　中央坑の右押夢，1立に於て着鉱している鉱休は，Mn含

有牽も割に低く，東への延長は殆んど考えられず，西延

母が稽々期待がおける程度である。・中央坑の左押の場合

は鉱況が優勢で，東西の鍾押探鉱に対して多大め期待を

おく事が出來る。大岩二号坑の西引立の場含も同様に西・

押探鉱が必要である。1

　大岩と串押沢とg中間約500mの部分は，本鉱山が1

今後新に発展し得る可能性ゐある地域であるが，表土摩

く地質状況不明り点が多い。これを明ラ・に・するために1‡・

その足撒姉大岩二号坑の西引蝉艸麟左押引立

の西延長と中押沢の鉱床の東延長に関する探鉱が必要で

・ある。即ちこの見地からこの鐘押探鉱は重点的に行あね

ばならぬ。　　　　．・　　　　　　に

　鉱屡外の瀬戸の鉱床は現駅より考えて・i新たな発犀に一

対しては期待が置け塗い。

　域内の輝線凝荻岩は鉱床の’母岩をなすこ乏が多いか

ら，この岩石の分布を明らかにする事は探鉱上大切なご

，と嫡る・．　　ノ
　　　　　　　　　　。（昭和24年 12月》
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